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大豆品種の晩播きによる収量構成要素の変動
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1緒    言

東北地域の転作大豆は,水田利用再編対策の進展ととも

に急増を続けている。それに伴い。転換畑における大豆連

作年数が高まっており,また畑地利用の高度化や畑作物の

低収益性を補う等の目的で大豆を他作物と組合せた輪作体

系についての検討が進められている。その際,麦類や野菜

等との組合せでは跡地での大豆晩播き栽培が有力である。

ここでは,昭和55年東北農試刈和野試験地において実施

した晩播き試験結果を,収量及び収量構成要素の変動に関

して取 りまとめたので報告する。

2 試 験 方 法

(1)供試品種 : 東北地方の実用品種を中心に46品種を

用いた。その熱期群別品種数は次のとおりである。

0)試験区別 : 標準播き(5月 27日播き), 晩播 き I

(6月 21日播き),晩播きⅡ(7月 10日播き)の 3播種期。

0)試験区の配置 : 分割区法 2区制 (播種期を主区 ,

品種を副区 )。

(4)栽植密度 :畦幅 75“×株間 16¨,2本立,1667個体ん。

3 試験結果及び考察

1 播種期別子実重及び収量構成要素

播種期別の子実重と収量構成要素の供試品種平均,標準

偏差及び変異係数を表 1に示した。子実重は,標準播きの

292げaに対し,晩播き Iでは81%,晩播きⅡでは45%以

下となった。この減収の要因は,晩播きIでは奏数の減少

であり,晩播きⅡでは葉数の減少のほかに 100粒 重の減少

である。晩播きⅡにおける100粒重の減少は,奏数の減小

に比べ子実重に対する影響は少ないが,子実の検査規格と

も関連 し,問題となるであろう。 1奏内粒数は,奏数の減

少とは対照的に,晩播きによりやや高まる傾向がみられた。

標準偏差は,いずれの形質とも晩播きにより小さくなっ

た。一方,変異係数は,晩播きIでいずれの形質とも標準

播きに比べ小さくなったが,晩播きⅡの子実重と茨数では

大きくなり,1奏内粒数と100粒重では小さくなった。 晩
播きEでは,品種間で葉数の変異が大きくなり,それが子

実重の変異を拡大した。

2 子実重及び収量構成要素の熟期群別対標準比
表 2は供試品種を熟期別に整理し,子実重及び収量構成

要素の対標準比をみたものである。晩播き I, Ⅱの子実重

(括弧内に示す )は熱期の遅い品種群ほど収量水準が高 く,

晩播きでも標準播きと同じく熟期群別の収量性の差が示さ

れた。次に対標準比をみてみる。極早生品種として区分さ

れているもののうち,奥原 1号は晩播きIで奏数, 1葉 内

粒数及び100粒重とも増加し,増収となった。奥原 1号の晩

播き反応は特異なものと考えられる。そこで極早生群を除

外してみると,晩播きⅡにおける子実重の対標準比は晩熟

のものほど高まっており,同様の傾向は奏数, 1奏内粒数

でもうかがわれる。すなわら,晩播きIでは標準播きにお

ける収量より減少はするが標準播きの傾向がほぼ反映され

ているのに対し,晩播きⅡではそれに熱期による減収率の

差が加えられることになる。 100粒重の対標準比は,晩播

き I,Ⅱ とも晩生品種が低下していた。晩生品種では登熱

期間が制限されることによる。

子実重の対標準比と収量構成要素の対標準比との間の相

関係数を表 3に示した。熱期群間に傾向の異なるものもあ

るが,晩播きIでは奏数 との間に正の有意な相関が,晩播

きⅡでは奏数のほか 1奏内粒数との間で正の有意な相関が

得られた。晩播き:では,1案内粒数及び100粒重の減少は

なく,奏数の減少が減収要因となっており,品種間でも葉

数の減少が減収程度に関与していることを示す。一方,晩

播きIでは,奏数のほか 100粒重の減少も減収要因となっ

ていたが,100粒重との間の相関係数は有意とならなかっ

た。早生品種は奏数の減少が大きいので逆に粒が大きくな

り,晩生品種では奏数の減少は少ないが登熟期間が制限さ

れて小粒化するという熱期による影響のほか,奏 数と100

粒重間の負の相関に示される補償作用により,子実重との

関係が乱されることによる。
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表 1 播種期別子実重及び収量構成要素の平均値・標準偏差及び変異係数(OV)

齊 議厨み轟
1奏内
粒 数
百粒重
(の 彦厨編

1爽内
粒 数

百粒重
(夕) 砺 魏叢

内
数
奏１
粒
百粒重
(の

平 均 値 29 2
(100)

41 1

(100)

206
(100)

23 3

(100)

28 6

(81)

322
(73)

210
(102)

23 4

(1∞ )

132
(45)

20 6

(50)

216
(105)

標 準 偏 差
6 51

(100)

938
(100)

0 297

(100)

４

０

505
(78)

671
(72)

0 242

(82)

435
(67)

626
(67)

0236
(80)

変異係数(CV
22 3

(100)

228
(100)

145
(1∞ )

20 2

(100)

214
(96)

20 8

(91)

115
(79)

192
(95)

329
(148)

30 3

(133)

109
(75)

7

注.項目欄の上段は実数.括弧内は標準播さに対する比率 6)を示す。

表 2 子実重及び収量構成要素の対標準比 (%)
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表 3 収量構成要素と子実重の対標準比間の
相関係数
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注 キ,●■印は各々5%, 1%水準で有意

表 4 子実重,奏数と主な調査形質問 (対標準比 )の相関係数
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注 1)+印は各播種期,ラ イデンの最頂葉展開期に調査した。
2)*,特は各55%,1%水準で有意

3 子実重及び葉数と主な調査形質の対標準比間の相関
係数

これまで収量構成要素として奏数, 1葉内粒数及び 100

粒重について検討してきた。その結果,奏数の減少が晩播

きにおける減収の要因として最も大きく影響しており,か

つ晩播きでの品種間の収量性の差にも関与してぃることが

わかった。そこで,子実重及び奏数と主な調査形質の対標

準比間の相関係数を表 4にまとめた。晩播さ I・ Ⅱの子実

重及び葵数との間で有意な相関が得られたのは全重 ,主茎

長,総節数,LAIで ,そのほか,晩播きⅡでは分枝数との

間でも有意な相関が得 られた。注目されるのは主茎長や総

節数など草出来を示す形質との間で相関係数が有意となっ

たことである。晩播 きでは全重の多いものや主茎長の大き

い品種ほど総節数も多く,ひいてはLAIも 高まる。その結

果,奏数の減少をくいとめ,減収を少なくしていることが

わかる。晩播きⅡでは分枝の長ざより絶対数が着奏数を確

保するうえに必要なことを示すものと考えられる。

4摘    要

(1)標準播の子実重 292ぼ、に対し,晩播き I及びⅡで

は各々その81%及び45%に減収 した。減収の要因は ,晩播

きIでは泰数の減少,晩播 きⅡでは奏数の減少のほれ 100

粒重の減少も加わった。

●)晩播きⅡでは,早生品種より晩生品種の子実重の減
少程度が少ない。それは晩生品種の奏数の減少程度の少な

いことを反映したものである。

13)晩播き条件で品種間の収量性の差に関与するのは葉

数であるが,奏数は全重 ,主茎長,総節数,LAI等 と密接

に関連していた。なお,晩播きⅡではさらに分技数も加え

られる。


